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１
月
１
９
日
（
日
）
、
２
０
２
０
年
新
し
い

年
を
迎
え
て
初
め
て
の
山
は
御
前
山
か
ら
富

士
山
を
仰
ご
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

午
前
６
時
５
７
分
発
の
京
王
線
新
宿
駅
発

特
急
高
尾
山
口
行
き
に
乗
り
込
む
。
前
日
の
東

京
は
寒
い
雨
の
一
日
だ
っ
た
が
、
車
窓
か
ら
は

雲
一
つ
な
い
見
事
な
青
空
に
真
っ
白
い
く
っ

き
り
し
た
富
士
山
が
見
え
て
い
た
。 

 

高
尾
で
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
換
え
猿
橋
駅
に
８
時

４
１
分
着
。
途
中
か
ら
周
囲
の
山
々
は
ま
る
で

桜
の
花
が
咲
い
た
か
の
よ
う
な
雪
景
色
だ
っ

た
。
駅
を
降
り
る
と
白
銀
の
世
界
に
息
を
の
む
。

改
札
内
で
ト
イ
レ
休
憩
＆
ス
パ
ッ
ツ
装
着
。
降

り
立
っ
た
４
名
は
、
川
名
、
宗
像
夫
人
、
奥
村
、

戸
丸
。 

駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
の
南
側
は
う
っ
す
ら
凍

結
し
て
い
た
。
気
を
付
け
な
が
ら
安
全
な
と
こ

ろ
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。 

 

９
時
５
分
、
出
発
。
真
っ
白
な
山
々
を
見
な

が
ら
歩
き
だ
す
。
周
囲
の
街
並
み
も
凍
て
つ
い

て
い
る
。
南
口
を
真
っ
す
ぐ
進
む
と
す
ぐ
に
突

き
当
り
右
に
曲
が
る
。
正
面
に
見
え
る
こ
れ
か

ら
向
か
う
山
々
は
柔
ら
か
い
雪
に
覆
わ
れ
て

真
っ
白
だ
。
右
方
向
に
振
り
返
る
と
百
倉
山
、

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
２
６
号 

２
０
２
０
年
２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

猿
橋
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
の
御
前
山
か
ら
２
０
２
０
年
最
初
の
富
士
を
仰
ぐ
、
新
雪
で
一
面
の
銀
世
界
だ
っ
た
。 

   

田
村
藤
子
さ
ん
ご
逝
去 

 

箱
根
組
の
元
組
長
田
村
藤
子
さ
ん
が
２
０
１

９
年
１
２
月
１
６
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

合
掌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１
９
９
１
年
に
始
ま
っ
た
箱
根
組
の
最
初

に
行
っ
た
箱
根
の
山
か
ら
ず
ー
っ
と
長
い
間

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
皆
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
決
し
て
目
立
つ
こ
と
は
な
く
、
し
か

し
し
っ
か
り
と
皆
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。 

花
や
山
菜
、
山
と
の
付
き
合
い
な
ど
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

楽
し
か
っ
た
あ
ち
こ
ち
の
藪
漕
ぎ
の
思
い

出
。
故
郷
の
新
潟
柏
崎
に
戻
っ
て
か
ら
も
時

折
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
４
月
の
天

ぷ
ら
に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
の
海
や

山
な
ど
に
も
何
度
も
お
邪
魔
し
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
３
０
年
近
い
お
付
き
合
い
で
楽

し
い
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

あ
ち
ら
の
世
界
が
あ
れ
ば
山
中
さ
ん
と
逢

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

２
月
の
山
行
は
田
村
藤
子
さ
ん
の
追
悼
で

す
。 
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扇
山
も
同
様
に
白
く
化
粧
し
て
い
る
。
そ
の
手

前
ほ
ぼ
右
横
に
見
え
る
の
は
岩
殿
山
。
登
山
道

が
通
行
止
め
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
が
、
大
き

な
岩
の
右
側
が
大
き
く
崩
れ
て
い
る
の
が
見

え
る
。
台
風
の
大
雨
の
影
響
だ
ろ
う
が
か
な
り

の
被
害
の
よ
う
だ
。 

 

突
き
当
り
を
左
に
曲
が
る
と
右
に
曲
が
っ

て
ゆ
く
。
そ
の
先
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
道

な
り
に
左
に
カ
ー
ブ
し
て
ゆ
く
と
右
側
に
登

山
道
入
り
口
が
現
れ
る
。 

 

９
時
１
９
分
、
九
鬼
山
と
標
識
が
あ
り
そ
の

下
に
は
黄
色
い
看
板
に
「
ク
マ
出
没
注
意
」
と

あ
る
。
こ
こ
か
ら

い
よ
い
よ
山
道

だ
。
真
っ
白
な
登

山
道
、
周
り
の

木
々
も
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の

よ
う
に
雪
化
粧

し
て
い
る
。
笹
も

小
枝
も
真
っ
白

だ
。 少

し
登
る
と

広
葉
樹
は
霧
氷

の
よ
う
に
す
べ

て
白
く
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
。 

 

９
時
２
５
分
、

神
楽
山
、
九
鬼
山
と
標
識
が
あ
り

こ
の
あ
た
り
か
ら
針
葉
樹
の
植
林

地
に
な
る
。 

 

尾
根
に
上
が
る
と
ま
た
白
い
雑

木
林
が
続
く
。
モ
ミ
の
木
に
分
厚

く
着
い
た
雪
は
白
い
大
き
な
手
袋

の
よ
う
に
見
え
る
。 

美
し
い
雪
と
木
々
の
造
形
は
遠

く
の
青
空
が
背
景
に
な
り
そ
れ
を

引
き
立
て
、
た
め
息
が
出
る
ほ
ど

美
し
い
。 

 

１
０
時
２
７
分
、
尾
根
に
上
が

る
と
、
左
、
神
楽
山
の
分
岐
点
。

展
望
も
良
く
な
い
と
の
事
で
山
頂

に
は
行
か
ず
に
右
方
向
に
進
む
。

木
々
の
間
か
ら
左
方
向
に
真
っ
白

な
富
士
山
が
見
え
る
。 

 

１
０
時
３
５
分
過
ぎ
、
傾
斜
の

き
つ
い
岩
場
が
現
れ
、
こ
れ
が
少

し
続
く
。
そ
の
後
い
っ
た
ん
穏
や

か
な
道
に
な
る
が
目
の
前
に
雪
に

覆
わ
れ
た
こ
ん
も
り
と
し
た
岩
が

見
え
て
く
る
。
最
後
の
岩
を
登
る

と
、
１
０
時
５
４
分
、
御
前
山
山

頂
（
７
３
０
ｍ
）
着
。 

細
長
い
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
山

頂
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
て
ど
こ
に

座
ろ
う
か
と
迷
う
ほ
ど
だ
。
し
か

し
周
り
を
見
渡
せ
ば
絶
景
だ
。
富

現在の収支 

繰越     39485 円 

 入金     400 円 

支出 

 封筒購入   187 円 

印刷費    1000 円 

コピー代      400 円 

現在高    37898 円 

 

 

円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

１
１
４
枚 

２
円
切
手 

１
１
４
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ２月１６日(日)  

西武池袋線池袋駅 ７：０５発 

快速急行長瀞行き（前から３両目） 
 

途中駅発  

石神井公園 7：17 ひばりが丘 7：22  

所沢 7：30 小手指 7：35 入間市 7：42 

飯能 7：52  

高麗駅 ８：００着 
 

交通費 池袋～高麗 片道 540円 

大
月
で
の
打
ち
上
げ
残
金

４
０
０
円
を
会
計
に
入
れ

ま
し
た
。 

２
月
１
６
日
（
日
）
田
村
さ
ん
追
悼
日
和
田
山
（
３
０
５
ｍ
） 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
２
時
間
半 

 西
武
池
袋
線
高
麗
駅
か
ら
歩
き
、
田
村
さ
ん
と
よ
く
登
っ
た

日
和
田
山
で
田
村
藤
子
さ
ん
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
。 

左
回
り
で
下
山
し
て
巾
着
田
で
昼
食
を
し
ま
す
。 

 

〇
何
か
汁
物
を
作
り
ま
す
。 

○
持
ち
物 

軽
ア
イ
ゼ
ン
、
ス
パ
ッ
ツ
、
お
弁
当
、
飲
料
水
、

非
常
食
、
雨
具
、
傘
、
カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、

（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー

か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

２
月
１
４
日
（
金
）
ま
で
に 
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士
山
や
富
士
急
線
、
中
央
線
沿
線
の
山
々
が
よ

く
見
え
る
。
北
側
は
木
々
が
あ
る
が
冬
枯
れ
で

見
通
し
が
よ
く
、
ほ
ぼ
３
６
０
度
の
展
望
だ
。

富
士
山
を
バ
ッ
ク
と
、
標
識
の
と
こ
ろ
で
記
念

撮
影
。
お
湯
を
沸
か
し
て
暖
か
い
味
噌
汁
、
持

ち
寄
り
の
惣
菜
も
あ
り
４
人
で
も
な
か
な
か

豪
華
な
昼
食
。 

１
２
時
１
２
分
、
下
山
開
始
。
到
着
し
た
と

き
に
は
全
部
見
え
て
い
た
富
士
山
は
下
半
分

に
雲
が
か
か
っ
て
い
た
。
ま
も
な
く
見
え
な
く

な
る
よ
う
だ
。 

１
２
時
１
９
分
、
右
に
大
月
へ
の
ル
ー
ト
が

あ
る
が
そ
の
ま
ま
直
進
。
目
の
前
に
大
き
な
岩

の
あ
る
ピ
ー
ク
が
見
え
る
、
ル
ー
ト
は
岩
を
巻

き
な
が
ら
左
に
回
り
込
ん
で
ゆ
く
。 

 

１
２
時
４
８
分
、
沢
井
沢
の
頭
を
通
過
。
１

０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
い
雪
を
か
ぶ
っ
た
馬
の

背
の
尾
根
は
気
持
ち
が
い
い
。 

 

１
２
時
５
５
分
、
雪
の
深
い
尾
根
を
登
っ
て

ゆ
く
と
険
し
い
道
に
な
り
ロ
ー
プ
の
付
い
た

登
山
道
を
よ
じ
登
っ
て
ゆ
く
。 

 

１
時
１
８
分
、
馬
立
山
（
７
９
７
ｍ
）
到
着
。

景
色
は
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
程
度
で
展
望

は
よ
く
な
い
。 

 

２
時
１
４
分
、
槙
野
山
（
６
６
７
，
３
ｍ
）

標
識
は
な
い
が
白
い
板
に
か
す
か
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
薄
く
書
い
て
あ
る
。 

 
２
時
４
３
分
、
田
野
倉
集
落
の
は
ず
れ
に
到

着
。
赤
い
小
さ
な
祠
が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
横

に
二
本
の
大
木
が
見
事
だ
っ
た
。
昔
は
大
き
な

神
社
が
建
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
突
き

当
た
っ
た
舗
装
路
を
右
に
進
む
と
踏
切
が
あ

り
こ
れ
を
渡
っ
て
ま
た
右
に
進
む
と
田
野
倉

駅
に
到
着
。 

富
士
急
線
の
車
両
は
外
国
人
ら
し
き
人
で

一
杯
だ
、
な
ぜ
か
白
人
系
の
人
が
多
か
っ
た
。 

大
月
駅
前
の
お
店
に
入
っ
た
の
は
奥
村
、
川

名
、
戸
丸
の
３
名
。
山
を
窓
か
ら
眺
め
な
が
ら

美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
く
。
大
月
駅
前
に

は
青
と
白
の
富
士
山
と
月
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
輝
い
て
い
た
。 

 

〇
槍
ヶ
岳
５
泊
６
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案 

表
銀
座
縦
走
コ
ー
ス 

 ●
一
日
目 

７
月
２
７
日
（
月
） 

新
宿
発
（
バ
ス
か
Ｊ
Ｒ
で
）
穂
高
駅 

バ
ス
か
タ
ク
シ
ー
で
中
房
温
泉
泊 

●
二
日
目 

７
月
２
８
日
（
火
） 

中
房
温
泉
～
燕
岳
～
燕
山
荘
泊 

（
歩
行
４
時
間
５
５
分
） 

●
三
日
目 

７
月
２
９
日
（
水
） 

 

燕
山
荘
～
大
下
り
の
頭
～
切
通
し
岩

～
大
天
井
岳
～
大
天
井
ヒ
ュ
ッ
テ
泊 

（
歩
行
４
時
間
４
０
分
） 

●
四
日
目 

７
月
３
０
日
（
木
） 

 

大
天
井
ヒ
ュ
ッ
テ
～
西
岳
～
水
俣
乗

越
～
ヒ
ュ
ッ
テ
大
槍
～
槍
ヶ
岳
山
荘

泊
（
槍
ヶ
岳
往
復
は
翌
朝
？
） 

（
歩
行
６
時
間
５
０
分
） 

●
五
日
目 

７
月
３
１
日
（
金
） 

 

槍
ヶ
岳
山
荘
～
大
曲
～
槍
沢
ロ
ッ
ジ

～
横
尾
山
荘
～
徳
沢
ロ
ッ
ジ
泊 

（
歩
行
６
時
間
） 

●
六
日
目 

８
月
１
日
（
土
） 

 

徳
沢
ロ
ッ
ジ
～
明
神
～
上
高
地 

（
歩
行
２
時
間
） 

上
高
地
～
（
バ
ス
）
新
宿
着 

 ◎
費
用
約
７
万
円 

（
宿
泊
費
５
万
円
・
交
通
費
２
万
円
） 
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